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Speed感がある決断を⽀援するIoT開発プロセス
（横須賀市におけるLPWA位置情報検知システム開発を通じて）
個⼈応募 ⼤塚 遊

IoTビジネスの課題・⽬的 ⼿法・ツールの適⽤による解決
IoTビジネスの特徴3要素「規模」・「広
がり」・「speed」である。しかし、⽇本の
PC、スマホ、家電の劣勢の原因の1つと
して⼩規模、国内市場、決断が遅いこ
とが課題となっている。

3要素の中から「speed」感がある決断
を⾏うために適切なプロセスを導き出す
ことを⽬的とする。なぜなら、ビジネスの
規模・広がりも迅速にアイデアを実現さ
せることからスタートするため。

Speed感ある決断をするための全体プロセス

評価例題による全体プロセス評価 改善点・統括

ü 決断をするために「IoTのビジネスモデルを定義」し、
「技術的な問題がないか確認する実証実験」と「ビ
ジネスに需要があることを確認する仮説検証」を実
施し問題がなければ「決断することができる」。＞し
たがって、本プロセスを⾼速に完了することができれ
ばspeed感ある決断が可能である。本プロセスの妥
当性を評価例題で実際に利⽤し検証した。

実証実験/仮説検証提供価値とビジネ
スモデルの明確化 決断

1 2 31 2 3

実証実験フェーズの始まりに
戻りLPWA網が整備されて
いる箇所で既製品のGPSを
利⽤し実証実験を⾏う

インタビュー対象確認に戻り
林業事業者・登⼭を⾏って
いる⼈が多い市区町村を調

査する

ü 評価例題LTE圏外でも利⽤可能な位置情報管理
システム開発により本プロセスを評価

【改善点︓簡易ユーザインタビュー追加】
ü 資⾦量が少ないスタートアップ向け
ü 「価値・顧客シート」作成後簡易インタビューを実施
し⼿戻り可能性減少

【統括】
ü 検証を⾏った結果プロセス通りに進めることにより、最
終的に決断する材料が集まることが証明できた

ü 本プロセスは実時間20⼈⽇で完了した。したがって
、本プロセスにより⽬標としていたSpeed感がある決
断が可能となったと⽰唆する


